
第1号議案

令和元年(2019年)度 事 業 報 告 書
自平成31年4月 1日

至令和2年3月 31日

L事業
上事業概要

令和元年度は各事業理事を先頭に事業運営をしつつ、想定以上の計画を達成する事ができた。

「訪問介護事業」「総合支援事業」
体制を確立し、年度計画より上方修正した事業運営となつた。法人の基盤として、特に障がい関

連事業の伸びが顕著であるが、相互連携の体制により、特定処遇改善加算取得、ICタグを用いた
記録とシステムリニューアルなどの効率化を図ることができた。

「スマイル事業」
職員の自立を念頭に、キャリア段位と情報発信を進めつつ、地域における連携、各種イベントを

積極的に進め、各行政機関をはじめ地域の活動団体や事業所と一緒に取り組んだ。また、次年度
を見据え、ミヤンマーからの特定技能外国人受け入れの準備を進める事ができた。

「子ども預かり送迎支援事業」
これまでの助け合いサービスから区民サービスとしての色が強くなる中、試行錯誤しながらサ

ポーターと一緒に地域の子育て支援に関わりつつ、養育支援家庭の対応を丁寧に進め、全体とし
ての事業規模も確保する事ができた。

「児童デイ事業」
事業所の質が問われ、事業に対して厳格な視点での指導となる中、他施設の児童を受け入れ

て、当初計画を達成する事ができた。

「サロン事業」「独自(子育て集団保育)事業」
サロン運営の実績、独自事業の安定した実績を認められ、足立区各所管からの来年度2件の委

託案件を受注につなげる事が出来た。

・ぷらちなカレッジにWAISを活用した講座をJSN東京と共同で試行した。今後、企業内で活用が重要となる事
を想定し、次のアクションを検討する予定である。
・ミャンマーからの介護特定技能外国人の受入検討の為、現地で面接し、内定者を2名 決定する事ができた。
受け入れは来年度となるが、チーム準備を進めておく。
・各事業において自立した事業計画、人員計画、損益を理事主導で進めてきたが、事業部間や法人全体で情
報共有が滞るケースがあり、法人内での意思決定プロセスを再考していく。
・プロジェクトチームにより、様々な制度の立案や実施を進める事ができたが、その継続と効果の測定評価は
継続課題として取り組む必要がある。
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事業名 事業内容 実施日時 実施場所 従事人数
受益対象者の
範囲及び人員

売上実績
(千 円)

訪間介護
・介護保険、訪間介護事業

24時間毎日 利用者宅 23人
足立区内

利用者
のべ300人

17,134

介護関連
小規模多機能型居宅介護
「スマイルぷらちな」

24時間毎日
施設及び
利用者宅

14人
のベ

登録202人
60,045

総合支援
・相談/総合支援、居宅介護
・ガイドヘルプ、生活支援 (身体
介護・家事援助・外出介護 )

24時間毎日
利用者宅及
び介助先

34人
足立区内

利用者
のべ850人

105,960

障がい

関連

ぷらちな児童ディ
・放課後等デイサービス事業

平日9:00-19:00

(送迎時間含)

ぷらちな事
務所lF,2F

13人
足立区内
利用者

のべ3541人
32,711



子育て
関連

子ども預り送迎支援事業・
一時保育

6:00-22:00
利用者宅

サポーター宅

a-i<4-
,-4^+tf-r-
o^1.5881

足立区内

利用者のベ

10,728人
58,154

新田キッズルーム
・幼稚園送迎ステーション事業
・地域人材連携サロン事業

送迎 ST
平 日7:309:30
16:00-19:00 新田キッズ

ルーム

(新田3)

6人

登録児童
240人

6,267

子育てサロン

平日10:00-16:00

足立区内

利用者のベ

2.960人

ちびつこガーデン
(子育てサロン西新井)

・子育てサロン事業
・一時預り事業

子育てサロン
9:00-18:00

(閉館 日除)
ちびっこ
ガーデン
(栗原1)

18人

足立区内外
利用者のベ

72.838人
12,088

一時預リ
10:00-16:00

(平 日のみ)

足立区内

利用者のベ

849人

ポンテポルタ千住
(子育てサロン千住大橋)

・子育てサロン事業

子育てサロン
10100-18:00

(閉館 日除)

ポンテポルタ
(千住橋戸町)

7人
足立区内外
利用者のベ

32.28:人
6,960

集団保育事業 9:00-18:00
区内各保健
センター等

のベ

約2∞人

足立区内外
利用者のベ

190件

3,607

一時保育独自サービス 6:00-22:00 利用者宅等
のベ

約

“

0人

足立区内外
利用者のベ

753件

3.事業の成果
(1)訪問介護事業/障がい者総合支援事業

・特定事業所加算が取得出来た。
・土日祝日の賃金割り増し、有給休暇の適正な取得を促し、計画を達成出来た。
・介護事業の総合事業の緩和型への移行を進め、地域、利用者本位を全うし他機関との連携が出
来た。
・分票類の電子化、ICタグを導入し、労働生産性の向上と業務効率化を図る事ができた。

(2)小規模多機能型居宅介護「スマイルぷらちな」

・カフェ・運営推進会を定期的に実施し、各回ごとに担当者を設定して、テーマ・広報・作品つくりに
責任感を持つて準備しイベントに取り組むことで達成感を得た。
新しいイベントとして、ハロウィン・スタンプラリーではNPO近隣の方々と一緒に街を盛り上げること
ができた。
・小規模多機能事業について、勉強会を定期的に開催し多数の職員が知識を深め周辺への周知
活動をおこなつた。

(3)児童ディサービス

・葛飾の児童デイサービス事業所の開鎖に伴つて、利用児童を引き受け、定員を20名として運営し
た
・活動内容を積極的にプログ中心に発信しつつ、利用家庭への情報提供を行うことで、地域に対
する認知度が高まつた。一方で事業部内の情報共有の場の回数が減り、連絡相談の機会が少な
くなつてしまつた。
・二号店の検討を通年で進めたが、開所に至らず、準備コストがネックとなつている。

●
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(4)子ども預かり送迎支援事業

・依頼件数も計画どおり達成できた。
・次世代のコーディネーター体制を構築すべく、指導員制を試みたが、育成には至らなかつた。今
後は視点を変え、業務標準化、効率化とともに特定の人に依存しない業務フローと人員体制を進
める。
・定例会は予定通り実施できたが、活動の広報、手順マニュアルなどの整理が予定通り進まず、
現場業務以上の意識醸成がうまくできていない。

(5)新田キッズルーム

・西新井、新田等中西部を中心としたこども預かり送迎支援事業の業務拠点として確立することが
できた。
・次世代のスタッフを何名か受け入れ育成したが、長期の就業には至つていない。
・来年度、日中のサロンタイムを区のサロンとして運営する事が決定した。
・広報活動もプログを活用し、積極的に情報発信する事ができた。

(6)ちびつこガーデン

・新しい指定管理業者に対して、これまでの経験をもとに積極的に意見を提案し、区からの信頼関
係を確立する事ができた。
・広報活動もプログを活用し、積極的に情報発信する事ができた。

(7)ポンテポルタ千住大橋サロン

・イベント運営、外部調整などもチーム内で完結して実施する事ができた。
・預かり送迎支援の北千住地域の広報拠点として活用を進める事が出来た。
・広報活動もプログを活用し、積極的に情報発信する事ができた。

(8)地域保健センター/男女参画プラザ集団保育事業

・計画通りの実績となつた。引き続き、経験の浅いサポーターのレベルアップの場として進め、預り
送迎迎支援(個別保育)へ広げる事を念頭に置きながら、関係性構築の役割も想定し進める。

II組織運営関係全般

・ぷらちなカレッジで受けたい研修について職員からアンケートを取り、職員の望むテーマの研修を取り入れ
た。
・Eラーニングコンテンツのカリキュラムを選定し、試行運用を開始した。
・時間単位有給休暇を導入し、有給体暇取得の呼びかけを随時行うなど取得しやすい状況を作ることにより多
くの職員が有給体暇を取得するようになった。
・足立区ワークライフバランス推進企業認定において★★★(星3つ )認定を受けた。
・プロジエクトBOXを設置し、延べ30人が参加、4項目のプロジェクトについて推進した。

ｎ
０













書式第 18号 (法第 28条関係)

令和元年度 年間役員名簿

平成 31年 4月  1日 から 令和 2年 3月  31日 まで

特定非営利活動法人 ぷらちなくらぶ

役 名 氏    名 住 所 又 は 居 所 就任期間 報酬を受けた

期  間

理事長 小谷 典史
平成31年4月 1日

令和2年 3月 31日

な し

理事 小柳 夏江

平成31年4月 1日

令和2年3月 31日

な し

理事 中田 美奈子

平成31年4月 1日

令和2年3月 31日

な し

理事 森岡 孝之
平成31年4月 1日

令和2年3月 31日

な し

監事 鈴木 晋作
平成31年4月 1日

令和2年3月 31日

な し



書式第4号 (法第 10条・第 28条関係 )

社員のうち10人以上の者の名簿
令和2年 3月 31日 現在

特定非営利活動法人ぶらちなくらぶ

氏   名 住 所 又 は 居 所

1 小谷 典史

2 森岡 孝之

3 中田 美奈子

4 櫛田 千野

5 官澤 久美子

6 小柳 夏江

7 小池 桂子

8 田中 隆子

9 尾崎 律子

10 遠藤 千尋
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